
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　刈刃ハウジングに複数のブレードを左右方向に並置する状態で内装し、

左右一側に形成の放出口に刈り草を流
動案内するモーアであって ブレードの端部回転軌跡にほぼ沿って配置すること

のブレードによる切断領域への刈り草の移動を阻止する第１整流板と、回転方向下手側
ほどブレード回転軸芯側に位置させる状態で配置することで刈り草をブレード回転軸芯側
に案内する第２整流板と、

モーア。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、刈刃ハウジングに複数のブレードを左右方向に並置する状態で内装
ブレード全部の同一方向への回転に伴い 左右一側に形成の放出口に
刈り草を流動案内 、サイドディスチャージ式のモーアで、詳しくは、刈り草を放
出せずに裁断して均一に分散させる所謂、マルチング機能を付与する技術に関する。
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対となる第２整流板の回転方向下手側端部をそれぞれブレード回転軸芯間の中央側に近寄
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前記刈刃ハウジングの

する所謂



【０００２】
【従来の技術】
　サイドディスチャージ式のモーアをマルチングモーアに改変するに、従来では、各ブレ
ードの切断領域を仕切る仕切り板と放出口を閉塞する蓋とを設けていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、上記従来の技術によるときは、ブレードの回転に伴う遠心力や風圧で刈り草が
切断領域の外周部に偏在する傾向があったから、マルチング性能が低いものであった。
【０００４】
　本発明の目的は、マルチング性能を向上する点にある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に係る本発明によるモーアの特徴・作用・効果は次の通りである。
【０００６】
〔特徴〕
　刈刃ハウジングに複数のブレードを左右方向に並置する状態で内装し、 ブレード全
部の同一方向への回転に伴い 左右一側に形成の放出口に刈り草を流
動案内するモーアであって ブレードの端部回転軌跡にほぼ沿って配置すること

のブレードによる切断領域への刈り草の移動を阻止する第１整流板と、回転方向下手側
ほどブレード回転軸芯側に位置させる状態で配置することで刈り草をブレード回転軸芯側
に案内する第２整流板と、

点にある。
【０００７】
〔作用〕
　隣りの切断領域への刈り草の移動を阻止する第１整流板及び放出口を閉塞する蓋のみな
らず、回転方向下手側ほどブレード回転軸芯側に位置させる状態で配置することで刈り草
をブレード回転軸芯側に案内する第２整流板を設けてあるから、刈り草が切断領域の外周
部に偏在する傾向を少なくして、切断領域の全域に刈り草を分散させることができる。
【０００８】
　 者は、実験の結果、刈刃ハウジング内のうち隣り合うブレード回転軸芯間の中央
箇所に刈り草を集めることにより、マルチング性能を優れたものにできることを知見した
。
【０００９】
　上記の知見に基づいて、 第２整流板の回転方向下手側端部を

ブレード回転軸芯間を結ぶ直線上又はその近く
に位置させて、刈刃ハウジング内のうち ブレード回転軸芯間の中央箇
所 に刈り草を集めるようにしてあるから、マルチング性能を優れた
ものにできるようになった。
【００１０】
〔効果〕
　従って、刈り草を裁断して均一に分散させるといったマルチング性能を向上できるよう
になった。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　マルチングモーアは、サイドディスチャージモーアをベースにして構成されている。
【００１２】
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対となる第２整流板の回転方向下手側端部をそれぞれブレード回転軸芯間の中央側に近寄
って前記ブレード回転軸芯間を結ぶ直線上又はその近くに位置させてある

本発明

隣り合って対となる それぞ
れブレード回転軸芯間の中央側に近寄って

隣り合って対となる
のブレード回転軸芯側



　サイドディスチャージモーアは、図４、図９に示すように、左右一側に放出口１を突出
形成した刈刃ハウジング２に、二つのブレード３を左右方向に並置する状態で内装し、前
記刈刃ハウジング２の前縁部に、上方に膨出していてブレード３の全部の同一方向への回
転に伴い前記放出口１に刈り草を流動案内する排出路４を形成した基本構造を備えている
。
【００１３】
　前記刈刃ハウジング２のうち前部の左右両側箇所には、前部接地輪５が前部ブラケット
６を介して片持ち状に装着されており、後部の左右中央入り込み箇所には、図５の（イ）
（ロ）にも示すように、後部接地輪７が左右一対の後部ブラケット８を介して両持ち状に
装着されている。
【００１４】
　マルチングモーアは、図１～図４に示すように、前記サイドディスチャージモーアに、
仕切り板９と第１整流板１０と第２整流板１１と蓋１２と吹き出し防止板１３とを設けて
構成されている。
【００１５】
　前記仕切り板９は、前記排出路４のうち上方膨出排出路部分と下部排出路部分とを仕切
るものであって、前記刈刃ハウジング２のうち膨出部天井の左右二箇所にそれぞれステー
１５を介してボルトＢ１止めされるとともに、非膨出部天井の左右二箇所にそれぞれでボ
ルトＢ２止めされている。
【００１６】
　前記第１整流板１０は、前記放出口１から遠い側のブレード３の端部回転軌跡にほぼ沿
って配置することにより下部排出路部分を介する隣りのブレード３による切断領域への刈
り草の移動を阻止するものであって、前記仕切り板９に固着連設されている。
【００１７】
　前記第２整流板１１は、各ブレード３による切断領域のそれぞれにおいて、回転方向下
手側ほどブレード回転軸芯側に位置させる状態で配置することにより回転に伴い刈り草を
ブレード回転軸芯側に案内するものであって、前記仕切り板９に固着連設されている。こ
れら第２整流板１１は、刈刃ハウジング２のうち隣り合うブレード回転軸芯間の中央箇所
Ａに刈り草を集めるように、回転方向下手側端部をブレード回転軸芯間を結ぶ直線Ｌ上又
はその近くに位置させている。
【００１８】
　前記蓋１２は、放出口１側のブレード３による切断領域での刈り草の流動を案内するガ
イドを兼用する状態で放出口１のうち下部排出路部分に連通する下部部分を閉塞するもの
であって、前記仕切り板９に固着連設されている。
【００１９】
　前記吹き出し防止板１３は、横断面形状Ｌ字形で刈刃ハウジング２の後縁下端から刈刃
ハウジング２内に水平板部を入り込ませる状態に配置することにより、刈刃ハウジング２
の後縁下端と地面との間から刈刃ハウジング２内の刈り草が漏洩するのを抑制ものであっ
て、左右で三分割されている。そして、左側の分割体１３Ａは、左端及び左右中央で刈刃
ハウジング２にボルトＢ４止めされており、中央の分割体１３Ｂは、右端及び左右中央で
刈刃ハウジング２にボルトＢ５止めされており、右側の分割体１３Ｃは、前記仕切り板９
の下方への折り曲げ片９ａにボルトＢ３止めされている。
　そして、左側と中央の分割体１３Ａ，１３Ｂは連結板１７を介して連結されている。
【００２０】
　前記連結板１７は、ボルトＢ６で分割体１３Ａ，１３Ｂに連結するものであって、この
連結板１７には、図５の（イ）（ロ）～図７に示すように、前記後部ブラケット８に載置
保持されるためのアーム１７ａが一体形成されている。
【００２１】
　１８は、入力プーリ１９を備えた入力軸であり、この入力軸１８に装着した出力プーリ
２０と各ブレード３の回転軸２１に装着した入力プーリ２２とにわたっては、入力軸１８
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の回転に伴って各ブレード３が同一方向に回転するように動力を伝達する伝動ベルト２３
が張設されている。２４は伝動ベルト２３に張力を付与するテンションプーリである。こ
れらは、本来的にサイドディスチャージモーアに備わっているものである。
【００２２】
　このように構成されたマルチングモーアは、フロントマウント草刈り機、ミッドマウン
ト草刈り機、リヤマウント草刈り機のモーアとして使用されるのである。
【００２３】
　もちろん、仕切り板９、第１整流板１０、第２整流板１１、蓋１２、吹き出し防止板１
３を取り外すことにより、サイドディスチャージモーアとして使用できるものである。
【００２４】
〔別実施形態〕
　上記実施の形態では、２ブレードタイプのモーアを示したが、本発明は、３ブレードタ
イプのモーアにも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　マルチングモーアの平面図
【図２】　マルチングモーアの横断平面図
【図３】　マルチングモーアの縦断背面図
【図４】　マルチングモーアの縦断側面図
【図５】　要部の分解平面図と組み立て平面図
【図６】　図５の（ロ）におけるａ－ａ線断面図
【図７】　連結板の斜視図
【図８】　分解平面図
【図９】　サイドディスチャージモーアの平面図
【符号の説明】
　２　　　刈刃ハウジング
　３　　　ブレード
　１　　　放出口
　４　　　排出路
　９　　　仕切り板
　１０　　第１整流板
　１１　　第２整流板
　１２　　蓋
　Ａ　　　中央箇所
　Ｌ　　　直線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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